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ＡＮＴＳ－１０１ 簡易交換機

１．概要

本装置は、特番交換動作機能を持つ２回線（１対向）の交換機です。特番交換動

作は、特番ダイヤルを受け付ける特番シーケンスと、保留再発信の機能が有ります。

特番処理を行わない場合は、通常の交換動作を行います。

以下に主な機能と動作概要を示します。

２．機能

本装置の機能は以下に示す通り、基本交換動作機能、特番処理機能、および表示

機能に分けられます。

2-1 基本（一般）交換動作機能

(1) ライン供給電圧・・・・・－４８Ｖ±１０％

(2) 信号発生・・・・・・・・ＩＲ（１６Ｈｚ）、ＤＴ，ＢＴ、ＲＢＴの各信号

(3) ダイヤル信号検知・・・・ＰＢ／ＤＰ（１０／２０ｐｐｓ）自動切り替え

・特番 １１０、０１１０、１１９、０１１９，

１８６１１０、１８６１１９、

０１８６１１０、０１８６１１９、

１８４１１０、１８４１１９、

０１８４１１０、０１８４１１９

・一般 ２４桁ｍａｘ

(4) その他の網制御機能・・・ループ検出、極性反転、通話路形成

(5) その他・・・・・・・・・接続シーケンス図を 7-1 項に示します。

2-2 特番処理機能

(1) 特番受付機能・・・・・・特番ダイヤルは、１１０、０１１０、１１９、

０１１９，１８６１１０、１８６１１９、

０１８６１１０、０１８６１１９、１８４１１０、

１８４１１９、０１８４１１０、０１８４１１９

に限定します。

(2) 保留機能・・・・・・・・特番着信側で保留ボタンにより通話路を形成します。

(3) 再呼出機能・・・・・・・特番保留中に発信側が回線を解放した時、特番着信側か

ら逆信ボタンで発信側に再呼出信号を送出します。

(4) その他・・・・・・・・・接続シーケンス図を 7-2 項に示します。

2-3 表示機能

表示機能はダイヤル番号表示と回線状況表示に分けられます。

(1) ダイヤル番号表示・・・・本装置が受信したダイヤル信号（ＤＰ／ＤＰ）をＬＣＤ

表示器（２４桁ｍａｘ）に表示します。
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(2) 状態表示・・・・・・・・各回線の状態をＬＥＤランプで表示します。

ループＯＮ状態が緑、ＲＥＶＥＲＳＥ状態が赤、定常状

態で無灯です。

2-4 その他の制御機能

特番処理中の保留、再呼出は本装置の制御キーによって起動制御を行います。

(1) 保留制御・・・・・・・・特番受信時に回線保留を行う場合、“保留キー”を押し

ます。

(2) 再発信制御・・・・・・・保留中に発呼側に対して再発信をする場合“逆信キー”

を押します。

(3) スピーカモニタ・・・・・回線の状態を可聴モニタすることが出来ます。

(4) ビジースイッチ・・・・・当スイッチをＯＮにすると、ダイヤル受信後、発信側に

対してＢＴを送出します。

３．主な仕様

電気的仕様

(1) ダイヤル信号受信規格

a、ダイヤルの種類・・・・・ＰＢまたはＤＰ（１０／２０ｐｐｓ）自動判別

b、ダイヤル信号検出・・・・ＯＦＦ ＨＯＯＫ 後５０ｍｓ以上

c、ＰＢダイヤル信号受信規格

◎周波数偏差・・・・基本周波数±１．５％以下

◎信号時間・・・・・４０ｍｓ以上

◎ポーズ時間・・・・２０ｍｓ以上

◎受信信号レベル・・（ＤＴ信号）－５ｄBｍ以下

◎受信周波数・・・・端末設備等、規則によるＰＢ信号規格に準拠

d、ＤＰダイヤル受信規格

◎メーク時間・・・・１０ｐｐｓ；２０－５０ｍｓ

２０ｐｐｓ；１０－３０ｍｓ

◎ブレーク時間・・・１０ｐｐｓ；５０－８０ｍｓ

２０ｐｐｓ；３０－４０ｍｓ

◎ミニマムポーズ・・１０ｐｐｓ；６００ｍｓ以上

２０ｐｐｓ；４５０ｍｓ以上

(2) 信号規格

a、ＤＴ・・・・・・・・・・４００Ｈｚ(±１％以内)連続、歪率 ３０dＢ以上

（ＤＴの信号レベルは,－１５～－１８ｄＢｍに固定）

b、ＢＴ・・・・・・・・・・４００Ｈｚ ５００ｍｓ ＯＮ 、５００ｍｓ ＯＦＦ

c、ＲＢＴ・・・・・・・・・４００／１６Ｈｚ １秒 ＯＮ 、２秒 ＯＦＦ

d、ＩＲ・・・・・・・・・・１６Ｈｚ １秒 ＯＮ 、２秒 ＯＦＦ (直流供給 なし)
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(3) その他の機能

a、直流供給・・・・・・・・―４８Ｖ ４０～６０ｍＡ/１回線

b、ループ検出

◎ OFF HOOK 検出時間・・３０ｍｓ以上

◎ ON HOOK 検出時間・・２００ｍｓ以上

◎ ﾙｰﾌﾟ検知電流 ・・・・２０ｍＡ以上

◎ ﾙｰﾌﾟ不検知電流 ・・・１０ｍＡ以下

c、極性反転・・・・・・・・・・・・・着側 ； ＩＲ検出中

発側 ； 相手応答時

(4) 一般仕様

a、回線インピーダンス・・・６００Ω±２０％平衡

b、回線ロス・・・・・・・・１ｋＨｚにて６ｄＢ以下

偏差 ３ｄＢ以内 (０．３～３．４ｋＨｚ)

c、電源電圧・・・・・・・・ＡＣ１００Ｖ±１０％

d、消費電力・・・・・・・・２０Ｗ以下

e、外形寸法・・・・・・・・３７５Ｘ２２５Ｘ１０４(ｍｍ)±５(ｍｍ)

f、使用環境・・・・・・・・使用温度 ；０～４０℃

使用湿度 ；３０～８５％ ただし、結露なきこと
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４．各部の名称・機能

16

6

7

8

13 14 15

11
9

4

17 10 1

5191812 23

① ＡＣプラグ

② 電源スイッチ

③ 電源ランプ

電源投入中点灯します。

④ 電源ヒューズ

⑤ ＦＧ端子

使用中はアースに落としてください。

⑥ 装置ＣＨ１ コネクタ（モジュラーコネクタ）

非常通報装置接続用コネクタです。

⑦ ＴＥＬ ＣＨ２ コネクタ（モジュラーコネクタ）

消防・警察用電話機接続用コネクタです。

⑧ ＴＥＬ ＣＨ１

非常通報装置用電話機接続用コネクタです。

⑨ 消防・警察 表示ランプ（赤）

１１９、１１０と接続されたとき点灯します。

⑩ スピーカ

回線信号（ＢＴ、ＲＢＴ、ＢＴ）及び通話内容をモニタするスピーカーです。
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⑪ ダイヤル桁数切替スイッチ

本試験装置が受け付ける最大ダイヤル桁数を設定するためのスイッチです。

（「フリー」に設定すると最大２４桁まで受け付けます。）

⑫ ダイヤル表示用ＬＣＤ

ダイヤル番号やＤＰ／ＰＢの種別を表示するための表示器です。通常「ＲＥＡＤ

Ｙ」を表示します。

⑬ 保留スイッチ、ランプ（緑）

特番通報時のみ有効。特番着信側電話機なしでも押すことにより特番保留状態と

なります。保留スイッチが押されてから解除されるまでランプが点灯します。

⑭ 逆信スイッチ

特番通報時のみ有効。着信側より逆信信号を送出するときに押します。

⑮ 切断スイッチ

保留状態を解除するときに押します。

⑯ 音量調整用ボリューム

内部スピーカの音量調整用のボリュームです。

⑰ 話中スイッチ

ダイヤル先を話中状態にする時に押します。

話中状態の間表示用ＬＣＤに「ＢＵＳＹ」を表示します。

再度押せば話中状態を解除します。

⑱ 直流ループ表示ランプ（緑）

回線の直流ループが形成されている間点灯します。

⑲ 回線リバース表示ランプ（赤）

回線の極性が転極している間点灯します。
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５．接続要領

接続図 Ａ 呼び返し用電話機

非常通報装置

ＡＮＴＳ－１０１

接続図 Ｂ

非常通報装置 ＡＮＴＳ－１０１

呼び返し用 特番着信側電話機

電話機

(1) 接続図Ａ、又はＢの方法で接続します。

(2) 非常通報装置と特番着信側電話機の間で通報試験を行うことが出来ます。

(3) ダイヤル番号はダイヤル表示ＬＣＤに表示されます。

(4) 送出メッセージや通報内容は内蔵スピーカーよりモニターされます。

(5) 送信スイッチを押すことにより特番着信側から呼返し信号を送出することが

出来ます。

(6) 話中スイッチを押すことにより特番着信側を話中状態にすることが出来ます。

(7) 本装置は１１９、１１０番等の特番以外の一般通話動作を行うことも出来ます。

Ｌ１○

Ｌ２○

Ｔ１○

Ｔ２○

ＴＥＬ ＣＨ１

装置 ＣＨ１

ＴＥＬ ＣＨ２

Ｌ１○

Ｌ２○

Ｔ１○

Ｔ２○

ＴＥＬ ＣＨ１

装置 ＣＨ１

ＴＥＬ ＣＨ２

ﾓｼﾞｭﾗｰｺｰﾄﾞ(2 芯)

ﾓｼﾞｭﾗｰｺｰﾄﾞ(4 芯)

ﾓｼﾞｭﾗｰｺｰﾄﾞ(2 芯)

特番着信側電話機

ﾓｼﾞｭﾗｰｺｰﾄﾞ(2 芯)

ﾓｼﾞｭﾗｰｺｰﾄﾞ(2 芯)
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６．操作方法

6-1 非常通報装置→電話機 特番交換動作

手順 操作方法 動作・表示

スピーカ

・モニタ

1 待機時 CH1,CH2 電話機オンフック LCD 表示

2 発信 非常通報装置より発報

↓

非常通報装置より 119 を自

動ダイヤル

CH1「ループ」LED 点灯 DT 音

ダイヤル信号音

3 着信 119 側電話機鳴動

↓

119 側電話機オフフック

↓

「はい こちら 119 番です」

LCD にダイヤル番号、DP/BP

を表示し「消防」LED 点灯

CH2「ループ」LED 点灯

RBT 信号音

RBT 音停止

音声内容

4 メッセー

ジ送出

非常通報装置側よりメッセ

ージ送出

メッセージ内容

5 逆信 非常通報装置回線開放

↓

「逆信」スイッチ ON

↓

非常通報装置 逆信受理

↓

呼び返し用電話機

オフフック

CH1「ループ」LED 消灯

非常通報装置側 IR 送出

CH1「ループ」LED 点灯

IR 停止

BT 音

RBT 音

非常通報装置側

電話機鳴動

RBT 音停止

6 通話 両電話機間で通話 通話内容

7 終話 電話機オンフック ｢ループ｣および｢消防｣ LED

消灯

LCD 表示

8 保留お

よび切断

「消防」、「警察」LED 点灯

中「保留」スイッチ有効

「保留」スイッチ ON

↓

「切断」スイッチ ON

「保留」LED 点灯；特番保

留状態

この間発信側からのﾀﾞｲﾔﾙ無効

「保留」状態解除

「保留」LED 消灯

READY

READY

119

PB
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6-2 非常通報装置→電話機 119 側話中

手順 操作方法 動作・表示

スピーカ

・モニタ

1 話中 「話中」スイッチ ON LCD 表示

2 発信 非常通報装置より発報

↓

非常通報装置より 119 を自

動ダイヤル

CH1「ループ」LED 点灯

LCD 表示

DT 音

ダイヤル信号音

BT 音

3

話中解除

「ループ」LED 消灯状態で

「話中」スイッチ ON

LCD 表示

6-3 電話機→電話機 一般交換動作

手順 操作方法 動作・表示

スピーカ

・モニタ

1 待機時 CH1,CH2 電話機オンフック LCD 表示

2 発信 発信側電話機オフフック

↓

電話機よりダイヤル

発信側「ループ」LED 点灯 DT 音

ダイヤル信号音

3 着信 着信側電話機鳴動

↓

着側電話機オフフック

着信側に IR 送出

LCD にダイヤル番号および

DP/BP を表示

着信側「ループ」、発信側「リ

バース」LED 点灯、

IR 停止

RBT 信号音

RBT 音停止

4 通話 両電話機間で通話 通話内容

5 終話 電話機オンフック ｢ループ｣および｢リバース｣

LED 全て消灯

LCD 表示

BUSY

119

PB

READY

READY

READY

7889058

PB
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７．動作

7-1 基本交換動作

通報者側 簡易交換機 特番着信側

(直流ﾙｰﾌﾟ閉結)

OFF HOOK (ﾙｰﾌﾟ検知)

DT

(PB/DP)

ﾀﾞｲﾔﾙ発呼 (ﾀﾞｲﾔﾙ受信･24 桁までﾌﾘｰ)

ﾘﾊﾞｰｽ

L1;-48V L2;0V

RBT IR(16Hz)

(直流ﾙｰﾌﾟ閉結)

(ﾙｰﾌﾟ検知) OFF HOOK

ﾘﾊﾞｰｽ ﾉｰﾏﾙ

L1;-48V L2;0V L1;0V L2;-48V

通話路形成

(直流ﾙｰﾌﾟ解放)

(発呼側先掛け) ON HOOK

ﾉｰﾏﾙ BT

L1;0V L2;-48V

(直流ﾙｰﾌﾟ解放)

ON HOOK

(直流ﾙｰﾌﾟ解放)

(着呼側先掛け) ON HOOK

(ﾉｰﾏﾙ) BT

L1;0V L2;-48V

(直流ﾙｰﾌﾟ解放)

ON HOOK
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7-2 特番交換動作

通報者側 簡易交換機 特番着信側

(直流ﾙｰﾌﾟ閉結)

OFF HOOK (ﾙｰﾌﾟ検知)

DT

(PB/DP)

ﾀﾞｲﾔﾙ発呼 (特番ﾀﾞｲﾔﾙ受信;110,119,

0110,0119 等)

RBT IR(16Hz)

(直流ﾙｰﾌﾟ閉結)

(ﾙｰﾌﾟ検知) OFF HOOK

通話路形成

(保留確認) 保留ｷｰ押下

通話続行

(直流ﾙｰﾌﾟ解放)

ON HOOK (逆信ｷｰ有効)

BT

(逆信確認) 逆信ｷｰ押下

IR(16Hz) RBT

(直流ﾙｰﾌﾟ閉結)

OFF HOOK (ﾙｰﾌﾟ検知)

通話再開

(切断確認) 切断ｷｰ押下

(直流ﾙｰﾌﾟ解放)

ON HOOK

(直流ﾙｰﾌﾟ解放)

ON HOOK
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８．保管

保管場所は、湿度の高い所や振動の激しい所は避けて下さい。なお、本機の上には重い物を乗せな

いで下さい。ケースを痛めることが有ります。

９．保守

テスターで供給電圧（－４８Ｖ±１０％）、ＩＲ（１６Ｈｚ）の電圧に異常がないか否か、また測

定シーケンスに異常がないか否かを調べて下さい。

異常が発見された場合は、不具合内容、添付品の数を明記し工場または営業所に連絡して下さい。

郵送による事故が無いように梱包はしっかりとお願いします。

１０．構成品

項番 品名 数量

１ 本体（ＡＮＴＳ－１０１） １

２ ヒューズ １

３ 取扱説明書 １

４ ＣＭＪ－Ｐ 切分器用プラグ １


